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今月号の主な内容
■ 広報たかぎ

　・携帯電話不通話地区解消  …………２面

　・次世代新名称「くりんネットたかぎ」  …３面

　・オフトーク放送終了延期  …………３面

　・中国帰国者センター閉所式  ………３面

　・新エネルギービジョン作成  ………４面

　・風景写真コンテスト結果  ……６、７面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………８面

■ 学校だより　第二小  …………９面

■ 交流センター便り  ……………１０面

■ 社協・ひなたぼっこ  …………１１面

■ くりんネットたかぎ  …………１２面

阿島里山公園阿島里山公園
県の元気づくり支援金を使い、里山公園が阿島区の皆さんの手で県の元気づくり支援金を使い、里山公園が阿島区の皆さんの手で
広域農道・加々須大橋北側に整備されました。広域農道・加々須大橋北側に整備されました。
３月８日には、最後の作業として桜の植樹作業が行われました。３月８日には、最後の作業として桜の植樹作業が行われました。
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広 報 
村の人口　6,724人（－４） 

　 男　 　3,261人（－２） 

　 女 　　3,463人（－２） 

　世帯数 　2,052戸（－２） 

（平成20年３月１日現在） 2008 第274号 
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村
が
平
成
十
九
年
度
で
取
り
組

ん
で
来
た
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
で
は
、
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
に

代
わ
る
音
声
放
送
の
更
新
に
併
せ
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
、
村
内

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
利
用
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

に
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
次

世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
は
別

に
、
村
で
は
携
帯
電
話
鉄
塔
整
備

も
本
年
度
取
組
を
行
い
、
大
島
地

区
に
一
箇
所
携
帯
電
話
用
の
鉄
塔

を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

携
帯
電
話
不
通
話
に
よ
る
情
報
格

差
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
に
認

め
ら
れ
る
起
債
事
業
（
辺
地
事
業

債
）
を
活
用
し
た
も
の
で
、
完
成

後
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
鉄
塔
を
使

用
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
大
島
地
区
の
他
、
氏

乗
地
区
に
も
二
箇
所
（
上
氏
乗
・

矢
筈
公
園
：
い
ず
れ
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
）
携
帯
電
話
の
鉄
塔
が
整
備

さ
れ
、
大
島
地
区
は
今
年
五
月
、

氏
乗
地
区
は
六
月
か
ら
の
利
用
開

始
を
目
標
に
接
続
工
事
が
行
わ
れ

　
携
帯
電
話 

　
　
　
不
通
話
地
区
が
解
消 

情
報
格
差
の
な
い
村
づ
く
り 

 

情
報
格
差
の
な
い
村
づ
く
り 

 

大島地区に村が建設した携帯電話の鉄塔

て
い
ま
す
。
二
地
区
の
利
用
開
始

に
よ
り
、
村
内
に
残
る
携
帯
不
通

話
地
区
は
加
々
須
の
一
部
と
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
に
も
鉄
塔
整
備
の

計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年

秋
に
は
村
内
全
域
が
携
帯
電
話
利

用
可
能
地
域
に
な
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。

　

以
前
の
基
盤
整
備
と
言
え
ば
、

道
路
や
農
地
、
上
下
水
道
と
言
っ

た
も
の
の
整
備
で
し
た
が
、
現
代

社
会
で
は
情
報
通
信
も
重
要
な
社

会
基
盤
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
。
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
時
代

を
迎
え
、
日
本
中
の
自
治
体
が
第

二
の
故
郷
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
、

移
住
先
と
し
て
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
村
で
も
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
の
建
設
に
向
け
検
討
を
進
め
て

い
る
他
、
工
場
誘
致
や
新
た
な
産

業
構
築
に
向
け
対
策
が
急
が
れ
て

い
ま
す
。
全
村
で
利
用
で
き
る
情

報
通
信
基
盤
を
有
効
に
活
用
し
、

新
た
な
村
づ
く
り
へ
の
提
案
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

情
報
通
信
基
盤
を
活
か
し
た

新
た
な
村
づ
く
り

加々須東地区  
平成20年度（事業予定） 

大島地区  
平成20年５月利用開始（予定） 

上氏乗地区  
平成20年６月利用開始（予定） 

矢筈公園  
平成20年６月利用開始（予定） 
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オ
フ
ト
ー
ク
　か
ら 

「
く
り
ん
ネ
ッ
ト
た
か
ぎ
」へ 

次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
名
称
決
定 

　

平
成
九
年
一
月
か
ら
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
き
た
オ
フ
ト
ー

ク
放
送
が
、
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
音
声
告
知
放
送
に
更
新
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、「
オ
フ
ト
ー
ク
た

か
ぎ
」
と
い
う
名
称
も
新
し
く
し

よ
う
と
言
う
こ
と
で
、
二
月
か
ら

新
名
称
を
募
集
し
て
き
ま
し
た
。
三

月
三
日
に
名
称
決
定
の
選
考
会
が

開
催
さ
れ
、
応
募
十
八
点
の
中
か

ら
新
名
称
に
「
く
り
ん
ネ
ッ
ト
た

か
ぎ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
村
花

の
く
り
ん
草
と
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
合
わ
せ
た
親
し
み
や
す
い
名

称
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

に
テ
レ
ビ
画
面
を
使
い
放
映
が
始

ま
る
行
政
文
字
放
送
の
愛
称
も
応

募
名
称
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
、「
い

ち
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
す
る
こ
に

な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
村
の
特

産
の
い
ち
ご
と
、
行
政
放
送
が
ア

ナ
ロ
グ
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
設
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
の
命
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

長野県中国帰国者自立研修センター 

喬木教室閉所式 

　

中
国
帰
国
者
に
日
本
語
や
日
本

の
生
活
習
慣
を
教
え
る
目
的
で
平

成
六
年
に
開
設
さ
れ
た
中
国
帰
国

者
自
立
研
修
セ
ン
タ
ー
が
２
月
を

も
っ
て
当
初
の
役
割
を
終
え
、
閉

鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

喬
木
教
室
は
、
飯
田
下
伊
那
地

方
が
全
国
で
最
も
多
く
の
満
蒙
開

拓
団
を
送
出
し
、帰
国
者
も
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
六
年
に
旧
喬

木
中
学
校
を
利
用
し
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
初
は
厚
生
労
働
省
か
ら
運
営

委
託
さ
れ
た
財
団
法
人
中
国
残
留

孤
児
援
護
基
金
が
、
中
国
帰
国
者

定
着
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
平
成
十
三
年
に
帰

国
者
減
少
を
理
由
に
閉
鎖
さ
れ
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
長
野
県
日
中

友
好
協
会
に
よ
り
中
国
帰
国
者
自

立
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し
て
今
日
ま

で
帰
国
者
の
生
活
支
援
、
帰
国
者

同
士
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

閉
所
式
当
日
は
、
喬
木
教
室
修

了
者
、
長
野
県
日
中
友
好
協
会
関

係
者
ら
約
一
二
〇
人
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
、
日
中
友
好
協
会
か
ら

喬
木
村
へ
の
感
謝
状
授
与
等
の
式

典
の
後
、
帰
国
者
の
皆
さ
ん
の
手

作
り
餃
子
、
喬
木
村
婦
人
会
、
喬

木
村
ふ
る
さ
と
味
の
会
の
皆
さ
ん

の
心
づ
く
し
の
手
料
理
を
楽
し
み

な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

尚
、
今
後
し
ば
ら
く
の
間
、
飯

田
日
中
友
好
協
会
が
喬
木
教
室
施

設
を
借
り
受
け
、
日
本
語
研
修
や

交
流
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

宅内工事完了と使用料徴収開始時期 
平成20年2月 3月 4月 5月 6月 

２月末までに 
宅内工事完了 

お試し期間 
（無料） 

お試し期間 
（無料） 

お試し期間 
（無料） 

お試し期間 
（無料） 

４月から 
使用料徴収 

４月30日でオフトーク放送終了 

3月末までに 
宅内工事完了 

お試し期間 
（無料） 

５月から 
使用料徴収 

4月末までに 
宅内工事完了 

お試し期間 
（無料） 

６月から 
使用料徴収 

別表１ 

使用料徴収開始も一部家庭で変更 使用料徴収開始も一部家庭で変更 

オフトーク放送終了延期 

3月31日→ 4月30日 3月31日→ 4月30日 

　

オ
フ
ト
ー
ク
放
送
か
ら
次
世
代

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
音
声
告
知
放
送
へ

の
切
替
時
期
を
、
四
月
一
日
と
し

て
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
に
入
っ
て
降
雪
が
続
き
宅
内

引
き
込
み
工
事
が
遅
れ
た
こ
と
や
、

宅
内
工
事
が
不
在
に
よ
る
日
程
調

整
困
難
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
る

等
の
理
由
に
よ
り
遅
れ
が
出
て
い

る
こ
と
か
ら
、
オ
フ
ト
ー
ク
放
送

の
放
送
終
了
時
期
を
一
ヶ
月
延
期

し
、
四
月
三
〇
日
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
宅
内
工
事
の
終
了
家
庭

は
三
五
〇
世
帯
程
度
（
三
月
三
日

現
在
）
と
な
っ
て
お
り
、
三
月
に

入
り
工
事
の
実
施
件
数
は
延
び
て

き
て
い
ま
す
が
、
工
事
日
程
確
認

の
連
絡
が
取
れ
な
い
家
庭
が
多
く

あ
り
、
調
整
遅
れ
に
よ
る
工
事
未

実
施
家
庭
の
解
消
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
早
期
の
工
事
完
了
に

向
け
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

な
お
、
三
月
末
時
点
で
工
事
終

了
家
庭
と
、
そ
う
で
な
い
家
庭
が

発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
料
の

徴
収
開
始
時
期
も
、
飯
田
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
利
用
料
と
合
わ
せ
、
工

事
完
了
時
期
に
よ
り
変
更
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。（
別
表
一
）
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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喬
木
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
さ
れ
ま
し
た 
喬
木
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
定
さ
れ
ま
し
た 

　

八
月
に
発
足
し
た
喬
木
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
委
員
会
に
お
い
て
、
中
学
生
・
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
村

内
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
存
量
、
使
用
量
な
ど
の
調
査
を
し
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
村
で
導
入
可
能
な
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら

れ
る
か
、
一
定
の
方
向
が
で
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

導
入
が
期
待
で
き
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
拡
大

　

喬
木
村
の
平
均
日
射
量
は
日
本

で
も
良
好
な
日
射
条
件
で
知
ら
れ

る
宮
崎
市
に
近
い
値
に
な
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
日
射
条

件
を
活
か
し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
・
太
陽
熱
利
用
機
器
の
導
入

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
公
共
施

設
等
へ
の
率
先
導
入
は
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
意

識
や
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た

め
に
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

村
の
総
面
積
の
八
割
を
占
め
る

森
林
資
源
や
木
質
パ
レ
ッ
ト
の
入

手
が
容
易
で
あ
る
条
件
を
活
か
し

て
、森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
施
設
、
一
般
住
宅
へ
の
薪

ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
導
入
、
農
業
ハ
ウ
ス
へ
の
木
質

ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
な
ど
の
利
用
拡

大
、
薪
需
要
者
と
山
林
所
有
者
を

結
び
つ
け
る
仕
組

み
な
ど
、
地
域
資

源
の
活
用
方
策
を

検
討
し
ま
す
。

森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
拡
大

　

マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
に
つ
い
て
、

キ
ャ
ン
プ
場
や
鳥
獣
害
防
止
用
の

電
気
柵
な
ど
の
目
的
に
絞
り
、
河

川
の
流
量
な
ど
調
査
・
検
討
を
し

ま
す
。

　

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
動
車
に
つ
い
て
は
、
日
常
生
活

で
の
自
動
車
の
使
用
頻
度
が
高
い

た
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
効
果

は
高
い
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
公

共
施
設
で
の
購
入

を
検
討
し
ま
す
。

そ
の
他
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る

に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
化

石
燃
料
や
電
力
の
使
用
量
を
削
減

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
将
来
を

担
う
保
育
園
、
小
中
学
生
へ
の
環

境
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
家

庭
で
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

こ
の
喬
木
村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
一
定
の
方
向
付
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
構
想
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
調
査
・
検
討
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
行
政
、
住
民
、
事
業
者
な
ど
が
幅
広
く
参
加
し
た
推
進
組
織
を
立

ち
上
げ
継
続
的
な
活
動
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
無

理
な
く
導
入
を
始
め
る
中
で
、
住
民
が
共
有
の
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■ 利用すればよい新エネルギー（複数回答） 
 

■ 活用すればよい用途（複数回答） 

その他 

水力エネルギー（小水力発電） 

ハイブリッド自動車の購入 

風力エネルギー（風力発電） 

間伐材･木くず等の 
木質バイオマスエネルギー 

生ごみ･使用済みのてんぷら油などの 
有機性バイオマスエネルギー 

太陽エネルギー（太陽光発電、熱利用） 

公共施設、村営施設への活用 

道路などの防犯灯に活用 

学校教育に活用 

防災、非常時に活用 

売電事業に活用 

鳥獣害対策に活用 

観光施設などへの活用 

農地の灌漑、排水用に活用 

その他 

67.0%

32.8%

28.0%

20.1%

12.2%

9.7%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80%

31.9%

26.1%

17.5%

7.6%

7.5%

5.7%

3.3%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

大島地区では60％を超える ← 

新エネルギー導入のポイント 

新エネルギー導入の基本方針 

新エネルギー導入プロジェクト 

１．豊かな森林資源や恵まれた日照条件などの

身近にある自然エネルギーを活かす 

２．公共施設等への先導的導入とともに、村民参

加の体制・仕組みづくりを進める 

３．飯田･下伊那など他地域との広域的な連携の

中で、新エネルギーの導入を図る 

プロジェクト１　おひさまエネルギーの導入拡大 

プロジェクト２　森林エネルギーの導入拡大 

プロジェクト３　その他の新エネルギー導入促進 

プロジェクト４　省エネルギーの推進 

身近な自然と村民参加・広域連携による新エネ

ルギーの導入 

新エネルギーに関する村民の意識 
－住民アンケート調査から－ 

73.1%73.1%
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広報たかぎ 

　

戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
四
月
一
日
か

ら
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
の
交

付
申
請
時
に
、
運
転
免
許
証
や
保

険
証
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

個
人
情
報
の
保
護
と
不
正
請
求

防
止
の
た
め
、
お
手
数
で
す
が
申

請
の
際
は
、
印
鑑
と
本
人
で
あ
る

事
を
確
認
で
き
る
書
類
を
必
ず
ご

持
参
下
さ
い
。

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
紙
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。　

○
お
問
い
合
わ
せ

喬
木
村
役
場　

住
民
課
戸
籍
担
当

電
話　
　

―
５
１
２
４

３３

窓
口
で
の
本
人
確
認
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

３月の村税等

口座振替日納期限

3月25日

◎口座振替の
方は預金の残
高確認をお
願いします。

3月31日

国保税（1２期）

介 護 保 険 料

保 育 料

上 下 水 道 料

4
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

四
月
十
二
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

喬
木
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

市　

瀬

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

　

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
、「
国

税
専
門
官
採
用
試
験
」
の
受
験
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
資
格
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
受
験
資
格

�
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
者

�
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
以
降

生
ま
れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
も

「
平
成　

年
度

２０

　
　

国
税
専
門
官
」

受
験
者
募
集

の
�
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

二
十
一
年
三
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

�
人
事
院
が
�
に
掲
げ
る
方
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
受
付
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
�
か
ら

平
成
二
十
年
四
月
十
四
日
�
ま
で

　

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

h
ttp
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp

ま
た
は
飯
田
税
務
署
総
務
課
（
�

　

－

1
1
6
5
）
ま
で
お
問
い
合

22わ
せ
く
だ
さ
い
。

　長野県警では、自転車乗用中の交通死亡事故の多発を受けて、２

月２８日に「緊急警報」を発表しました。

　春・新入学シーズンを迎え、３月から４月にかけて自転車事故の

多発が予想されます！

　過去５年の統計でも、3月から自転車事故は増加（過去5年の統計

から）しています。

　また、昨年６月に改正された道路交通法（飲酒運転等の罰則は施

行済み）が平成20年６月１９日から一部施行されます。

　①後部座席シートベルトの着用

　②聴覚障害者の普通免許取得（規制緩和）

　③高齢運転者標識（もみじマーク）の表示

義務(75歳以上)

などの新たな義務化が行われますので十分注

意してください。

　なお、既に義務化されている飲酒運転（自転車も含まれます）を

するおそれのある者に対する車両提供や

酒類提供者の検挙者も飯田警察署管内で発

生しています。

　歓送迎会シーズンですので、自分自身、

自分の家族を守るためにも飲酒運転は絶

対にしないでくださいね。

平
成
二
十
一
年

　
　

歌
会
始
の
お
題

「
生
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
日
ま
で
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

//w
w
w
.k
u
n
a
ich
o
.g
o
.jp
/1
2
/

d
1
2
-0
8
.h
tm
l

）
を
御
参
照
く
だ

さ
い
。

平成１８年中に車外放出で死亡した全死者がシートベルト非着用⇒

大切な家族を守りましょう！

緊急警報 

自転車乗用中の交通死亡事故多発！ 自転車乗用中の交通死亡事故多発！ 自転車乗用中の交通死亡事故多発！ 

長野県下では、自転車乗用中の死亡事故が激増しています長野県下では、自転車乗用中の死亡事故が激増しています

不要になったアンテナの処分不要になったアンテナの処分 
5月に計画します5月に計画します

　村では、次世代ネットワークのケーブル
テレビ導入に伴い、各家庭で不要になるテ
レビ受信アンテナの処分を５月に計画して
います。 
　詳細については、来月の情報誌でお知ら
せします。
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第
十
二
回
目
を
迎
え
た
喬
木
村

風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式

が
三
月
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
十
三
人
計
三
十
一

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
全
作
品

を
一
月
五
日
か
ら
一
月
三
十
一
日

ま
で
椋
鳩
十
記
念
図
書
館
村
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
二
月
に
審
査
を
行
い
、
十

点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
三
月
十
日
か
ら

二
十
一
日
ま
で
、
長
野
市
に
あ
る

長
野
県
自
治
会
館
エ
ン
ト
ラ
ス

ホ
ー
ル
で
展
示
を
行
い
ま
す
。

普
段
見
慣
れ
た
風
景
も
レ
ン
ズ
を

通
し
て
み
る
と
新
鮮
に
感
じ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
二
十
年
度
も
引
き
続
き
風

景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま

す
。
心
に
残
る
風
景
、
感
動
す
る

自
然
、
喬
木
村
に
は
四
季
を
通
じ

て
多
く
の
被
写
体
が
あ
り
ま
す
。
み

な
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す

喬木村　　城下圭一様　「夕暮せまる」特賞

２００７喬木村風景写真コンテスト入賞者
特　賞　喬木村　城下　圭一　様　「夕暮せまる」

優秀賞　喬木村　栗沢　貴子　様　「アッししが来た」

入　選　飯田市　河村　弘久　様　「氷瀑」

入　選　喬木村　筒井　政美　様　「学び坂」

入　選　小牧市　丹羽　明仁　様　「絶景」

特別賞（村長推薦）

　　　　喬木村　仲田　昭二　様　「夕日の阿島橋」

　　　　喬木村　原　　　一　様　

　　　　　　　　　　　　　　「とろりんこ公園の朝日」

　　　　喬木村　牧内三津子　様　「満開」

　　　　喬木村　牧内三津子　様　「蝶遊泳」

　　　　喬木村　矢田　和義　様　「七月の朝」

　
　

今
年
も
十
三
人
計
三
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
、
喬
木

村
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
撮
影
の
た
め
に
ず
い
ぶ
ん
と

喬
木
村
へ
出
か
け
る
の
で
す
が
、
喬
木
村
は
大
き
く
分
け
れ
ば
二
つ
の
風

景
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
地
方
都
市
飯
田
市
の
周
辺
と
し
て
発
展
し

て
い
る
商
工
業
を
中
心
と
し
た
風
景
、
も
う
一
つ
は
伊
那
谷
の
原
風
景
で

す
。
そ
の
ど
ち
ら
も
魅
力
的
な
被
写
体
な
の
で
す
が
、
観
光
客
と
し
て
訪

れ
た
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
の
多
く
も
日
常
の
風
景
と
し
て
認
識
さ
れ
て
し

審
査
結
果
講
評

長
野
県
写
真
連
盟　

南　

島　
　
　

孝
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優秀賞

小
牧
市　

丹
羽
明
仁
様

「
絶
景
」

喬木村　 栗沢貴子様
　　　「アッししが来た」

入　

選

飯田市　河村弘久様

「氷瀑」
入　選

喬木村　筒井政美様

「学び坂」入　選

ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
目
を
凝
ら
し
て
見
て
ゆ
く
と
住
民
に
対
し
て

の
優
し
さ
が
見
え
て
き
ま
す
。
広
い
整
備
さ
れ
た
道
路
と
そ
の
脇
の
四
季

を
彩
る
花
々
。
老
人
や
子
供
や
体
の
不
自
由
な
人
に
優
し
い
歩
道
ま
た
交

差
点
の
行
き
届
い
た
気
配
り
。
も
ち
ろ
ん
、
大
切
に
し
て
い
る
川
や
滝
や

田
の
畦
ま
で
。
な
ど
な
ど
。
こ
う
し
た
風
景
に
も
訪
れ
た
人
々
が
目
を
向

け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。　

今
回
作
品
を
応
募
さ
れ
た
方
の
な

か
に
も
、
普
段
喬
木
村
の
住
人
と
し
て
日
常
を
撮
り
続
け
て
い
ら
れ
る
と

思
わ
れ
る
人
が
多
い
こ
と
も
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

撮
影
技
術
的
に
は
今
一
歩
の
感
を
残
す
も
の
の
、
撮
影
者
の
喬
木
村
に

対
す
る
愛
情
の
深
さ
は
し
み
じ
み
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
い

写
真
を
撮
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
今
の
喬
木
村
の
本
当
の
姿

を
残
し
て
お
こ
う
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
喬
木
村
の
持
つ
風

景
や
人
の
優
し
さ
が
自
然
と
写
り
込
ん
で
く
る
も
の
で
す
。

入賞者の皆さん


